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第２０号 

日日
曜曜
教教
室室
でで
のの
過過
去去
問問
対対
策策
とと
そそ
のの
必必
要要
性性  

塾塾
長長  

  

上上
谷谷  

恭恭
範範 

 

小
６
、
中
３
の
日
曜
教
室
が
10
月
６
日
か
ら
始
ま
り
、
入
試
直
前
の
１
月

26
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
に
各
々
の
志
望
校
の
過
去
問
を
解
き
、
対
策
を
練

っ
て
い
る
。
な
ぜ
過
去
問
対
策
が
必
須
な
の
か
。
そ
れ
は
国
立
で
あ
れ
都
立
、

私
立
の
ど
の
中
学
高
校
で
も
、
毎
年
の
入
試
問
題
の
形
式
と
内
容
が
類
似
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
志
望
校
の
出
題
傾
向
を
知
り
、
今
後
の
対

策
を
た
て
る
の
が
得
策
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
知
識
は
無
限
で
あ
る
か
ら
、

出
題
傾
向
に
合
っ
た
問
題
に
集
中
し
た
知
識
を
理
解
し
た
方
が
、
得
点
つ
ま

り
合
格
点
を
取
れ
る
近
道
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

で
は
、
具
体
的
に
算
数
と
社
会
の
出
題
形
式
と
内
容
に
つ
い
て
５
校
を
取

り
上
げ
て
実
証
し
て
み
よ
う
。 

一 

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
中
学 

〈
算
数
〉 

（
１
）
形
式 

試
験
時
間
30
分
と
短
く
、
時
間
不
足
感
あ
り
。
解
き
順
を
示

す
問
題
が
２
～
３
問
あ
る
。 

（
２
）
内
容 

作
図
問
題
が
毎
年
出
題
、
平
面
図
形
の
問
題
が
３
割
と
多
い
、

旅
人
算
と
比
の
応
用
問
題
も
多
い
。 

 

〈
社
会
〉 

(

１
）
形
式 

全
分
野
か
ら
均
等
出
題
、
表
、
グ
ラ
フ
等
の
資
料
の
読
み
取

り
に
注
目
。 

（
２
）
内
容 

世
界
の
地
理 

歴
史
の
年
代
順
、
日
本
の
国
際
法
下
の
民
主

政
治 

世
界
的
な
ニ
ュ
ー
ス 

国
際
会
議
等
の
時
事
問
題
が
出
題 

二 

駒
場
東
邦
中 

 
 

〈
算
数
〉 

（
１
）
形
式 

試
験
時
間
60
分
に
し
て
も
短
い
、
つ
ま
り
解
く
の
に
時
間
が

か
か
り
、
か
つ
「
答
え
の
出
し
方
」
を
か
か
せ
る
の
で
時
間
不
足
は

否
め
な
い
。 

（
２
）
内
容 

近
年
、
計
算
問
題
は
な
い
。
図
形
と
数
の
性
質
の
問
題
が
大

半
。
平
面
、
立
体
図
形
の
組
み
合
わ
せ
、
移
動
、
変
化
そ
の
中
で
面

積
比
相
似
合
同
を
発
見
し
て
い
く
複
合
複
雑
な
問
題
、
数
列
や
規
則

性
、
場
合
の
数
な
ど
難
問
が
多
い
。 

<

社
会
＞ 

 

（
１
）
形
式 

大
問
一
～
二
問 

記
述
問
題
２
～
３
問
と
多
い
。 

 

（
２
）
内
容 

問
題
文
を
よ
く
読
み
、
説
明
文
、
表
や
グ
ラ
フ
等
の
資
料
を

読
み
取
り
、
記
述
さ
せ
る
問
題
が
多
い
。
時
事
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
問
わ
れ
て
い
る
。
読
み
方
が
必
要
。 

三 

芝
中 

 

＜
算
数
＞ 

（
１
）
形
式 

大
問
９
～
１
０
題
、
総
小
問
１
５
問
、
式
や
考
え
方
は
不
要
、

答
え
の
み
、
試
験
時
間5

0

分 

（
２
）
内
容 

複
雑
な
分
数
計
算
２
問
、
規
則
性
の
発
見
、
場
合
の
数
、
割

合
と
比
、
図
形
の
応
用
、
速
さ
の
旅
人
算
は
毎
年
出
題 

 
 

＜
社
会
＞ 

 

（
１
）
形
式 

大
問
４
題
、
小
問

3
0

～4
0

問
で
か
な
り
多
い
。
記
述
問

題
と
説
明
文
を
よ
く
読
ん
で
の
論
述
問
題
が
あ
り
作
文
力
が
必
要
、
と

に
か
く
書
く
力
が
必
須
。 

 

（
２
）
内
容 

政
治
、
時
事
問
題
の
比
重
が
高
い
。
最
後
の
問
題
で
、
筆

者
の
考
え
方
を
受
験
生
は
ど
う
考
え
る
か1

2
0

字
か
ら1

4
0

字
以
内

で
答
え
る
問
題
で
は
、
語
句
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
ヒ
ン
ト
に
な

る
。
読
む
力
が
必
要
。 

四 

法
政
大
学
中
学 

 
 

＜
算
数
＞ 

 

（
１
）
形
式 

平
易
な
計
算
問
題
が
３
問 

一
行
問
題8

問
で
相
当
点
が

取
れ
る 

試
験
時
間5

0

分
で
充
分 

 

（
２
）
内
容 

計
算
問
題 

一
行
問
題
で
点
を
か
せ
げ
る
。
平
面
、
立
体

図
形
、
特
殊
算
も
幅
広
く
出
題
さ
れ
素
直
な
問
題
が
多
い 

 
 

＜
社
会
＞ 

 

（
１
）
形
式 

解
答
形
式
は
、
大
半
が
一
問
一
答
の
形
式
で
、
文
章
記
述

も
し
く
は
適
語
記
入
が
多
い
。 

 

（
２
）
内
容 

国
土
と
自
然 

農
林
水
産
業
の
分
野
多
い
。
時
事
問
題
は

毎
年
出
題
。
知
識
の
み
で
な
く
受
験
生
の
考
え
方
を
記
述
さ
せ
て
い

る
。 

五 

山
脇
学
園
中 

 

＜
算
数
＞ 

 

（
１
）
形
式 

平
易
な
計
算
問
題
２
問
と
一
行
問
題
６
問
全
正
解
で
５
０

点
は
取
れ
る
。
試
験
時
間
は
５
０
分
で
充
分 

 

（
２
）
内
容 

損
益
計
算
、
食
塩
水
等
の
割
合
、
図
形
の
面
積
相
似
、
重

な
り
の
問
題
、
容
積
の
変
化
、 

旅
人
算
と
グ
ラ
フ
等
々
基
本
的
問
題
が
多
い
。 

 

＜
社
会
＞ 

 

（
１
）
形
式 

解
答
形
式
で
１
～
２
行
の
文
章
記
述
、
漢
字
で
書
か
せ
る
問

題
が
多
い
。 

 

（
２
）
内
容 

地
形
図
の
読
み
取
り
、
世
界
地
理
も
出
題
、
全
て
基
本
問
題

で
あ
る
が
、
正
解
で
漢
字
で
書
け
る
力
が
必
要
。
日
本
国
憲
法
の
重

要
条
文
を
暗
記
し
て
お
く
こ
と
。
時
事
問
題
を
あ
つ
か
っ
た
小
問
が

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
出
て
く
る
。
国
際
関
係
、
環
境
問
題
も
出
題
さ
れ

て
い
る
。 

  

以
上
５
校
の
過
去
問
を
分
析
し
て
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
算
数
で
は
問
題

形
式
と
し
て
（
１
）
試
験
時
間
が
足
り
な
い
学
校
、（
２
）
式
や
考
え
方
を
書

か
せ
学
校
、
内
容
で
は
（
１
）
計
算
問
題
が
な
い
学
校
、（
２
）
計
算
問
題
が

複
雑
で
難
問
の
学
校 

（
３
）
計
算
と
一
行
問
題
が

5
0

点
取
れ
る
学
校 

（
４
）
難
問
で
考
え
る
時
間
が
必
要
で
、
時
間
不
足
の
学
校 

（
５
）
毎
年

出
題
さ
れ
る
問
題
例
え
ば
速
さ
の
旅
人
算
、
作
図
の
問
題
の
あ
る
学
校
等
を

理
解
し
て
い
れ
ば
そ
の
分
野
に
多
量
の
問
題
を
か
け
練
習
を
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。 

 

過
去
問
の
分
析
は
そ
れ
程
必
要
な
の
で
あ
る
。 

 

〈
社
会
〉 

（
１
）
形
式 

大
問
一
～
二
問 

記
述
問
題
２
～
３
問
と
多
い
。 

（
２
）
内
容 

問
題
文
を
よ
く
読
み
、
説
明
文
、
表
や
グ
ラ
フ
等
の
資
料
を

読
み
取
り
、
記
述
さ
せ
る
問
題
が
多
い
。
時
事
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
問
わ
れ
て
い
る
。
読
解
力
が
必
要
。 

三 

芝
中 

〈
算
数
〉 

（
１
）
形
式 

大
問
９
～
10
題
、
総
小
問
15
問
、
式
や
考
え
方
は
不
要
、
答

え
の
み
、
試
験
時
間
50
分 

（
２
）
内
容 

複
雑
な
分
数
計
算
２
問
、
規
則
性
の
発
見
、
場
合
の
数
、
割

合
と
比
、
図
形
の
相
似
・
面
積
比
の
応
用
、
速
さ
の
旅
人
算
は
毎
年
出
題 

〈
社
会
〉 

（
１
）
形
式 

大
問
４
題
、
小
問
30
～
40
問
で
か
な
り
多
い
。
記
述
問
題
と

説
明
文
を
よ
く
読
ん
で
の
論
述
問
題
が
あ
り
作
文
力
が
必
要
、
と
に
か
く

書
く
力
が
必
須
。 

（
２
）
内
容 

政
治
、
時
事
問
題
の
比
重
が
高
い
。
最
後
の
問
題
で
、
筆
者

の
考
え
方
を
受
験
生
は
ど
う
考
え
る
か
120
字
か
ら
140
字
以
内
で
答
え
る

問
題
で
は
、
語
句
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
読
む
力

が
必
要
。 

四 

法
政
大
学
中
学 

〈
算
数
〉 

（
１
）
形
式 
平
易
な
計
算
問
題
が
３
問 

一
行
問
題
８
問
で
相
当
点
が
取

れ
る 

試
験
時
間
50
分
で
充
分 

（
２
）
内
容 

計
算
問
題 
一
行
問
題
で
点
を
か
せ
げ
る
。
相
似
・
面
積
比

の
問
題
、
立
体
図
形
、
特
殊
算
も
幅
広
く
出
題
さ
れ
素
直
な
問
題
が

多
い 

〈
社
会
〉 

（
１
）
形
式 

解
答
形
式
は
、
大
半
が
一
問
一
答
の
形
式
で
、
文
章
記
述
も

し
く
は
適
語
記
入
が
多
い
。 

（
２
）
内
容 

国
土
と
自
然 

農
林
水
産
業
の
分
野
多
い
。
時
事
問
題
は
毎

年
出
題
。
知
識
の
み
で
な
く
受
験
生
の
考
え
方
を
記
述
さ
せ
て
い
る
。 

五 

山
脇
学
園
中 

〈
算
数
〉 

（
１
）
形
式 

平
易
な
計
算
問
題
２
問
と
一
行
問
題
６
問
全
正
解
で
５０
点
は

取
れ
る
。
試
験
時
間
は
５０
分
で
充
分 

（
２
）
内
容 

損
益
計
算
、
食
塩
水
等
の
割
合
、
図
形
の
面
積
相
似
、
重
な

り
の
問
題
、
容
積
の
変
化
、
旅
人
算
と
グ
ラ
フ
等
々
基
本
的
問
題
が
多

い
。 

 

＜
社
会
＞ 

 

（
１
）
形
式 

解
答
形
式
で
１
～
２
行
の
文
章
記
述
、
漢
字
で
書
か
せ
る
問

題
が
多
い
。 

 

（
２
）
内
容 

地
形
図
の
読
み
取
り
、
世
界
地
理
も
出
題
、
全
て
基
本
問
題

で
あ
る
が
、
正
解
で
漢
字
で
書
け
る
力
が
必
要
。
日
本
国
憲
法
の
重

要
条
文
を
暗
記
し
て
お
く
こ
と
。
時
事
問
題
を
あ
つ
か
っ
た
小
問
が

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
出
て
く
る
。
国
際
関
係
、
環
境
問
題
も
出
題
さ
れ

て
い
る
。 

  

以
上
５
校
の
過
去
問
を
分
析
し
て
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
算
数
で
は
問
題
形

式
と
し
て
（
１
）
試
験
時
間
が
足
り
な
い
学
校
、（
２
）
式
や
考
え
方
を
書
か

せ
学
校
、
内
容
で
は
（
１
）
計
算
問
題
が
な
い
学
校
、（
２
）
計
算
問
題
が
複

雑
で
難
問
の
学
校 

（
３
）
計
算
と
一
行
問
題
が5

0

点
取
れ
る
学
校 

（
４
）

難
問
で
考
え
る
時
間
が
必
要
で
、
時
間
不
足
の
学
校 

（
５
）
毎
年
出
題
さ
れ

る
問
題
例
え
ば
速
さ
の
旅
人
算
、
作
図
の
問
題
の
あ
る
学
校
等
を
理
解
し
て
い

れ
ば
そ
の
分
野
に
多
量
の
問
題
を
か
け
練
習
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。 

 

過
去
問
の
分
析
は
そ
れ
程
必
要
な
の
で
あ
る
。 

 

〈
社
会
〉 

（
１
）
形
式 

解
答
形
式
で
１
～
２
行
の
文
章
記
述
、
漢
字
で
書
か
せ
る
問
題
が
多
い
。 

（
２
）
内
容 

地
形
図
の
読
み
取
り
、
世
界
地
理
も
出
題
、
全
て
基
本
問
題
で
あ
る
が
、

正
解
で
漢
字
で
書
け
る
力
が
必
要
。
日
本
国
憲
法
の
重
要
条
文
を
暗
記
し
て

お
く
こ
と
。
時
事
問
題
を
あ
つ
か
っ
た
小
問
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
出
て
く
る
。

国
際
関
係
、
環
境
問
題
も
出
題
さ
れ
て
い
る
。 

  

以
上
５
校
の
過
去
問
を
分
析
し
て
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
算
数
で
は
問
題
形
式
と
し

て
（
１
）
試
験
時
間
が
足
り
な
い
学
校
、
（
２
）
式
や
考
え
方
を
書
か
せ
学
校
、
内
容

で
は
（
１
）
計
算
問
題
が
な
い
学
校
、（
２
）
計
算
問
題
が
複
雑
で
難
問
の
学
校 

（
３
）

計
算
と
一
行
問
題
が
50
点
取
れ
る
学
校 

（
４
）
難
問
で
考
え
る
時
間
が
必
要
で
、
時

間
不
足
の
学
校 

（
５
）
毎
年
出
題
さ
れ
る
問
題
例
え
ば
速
さ
の
旅
人
算
、
作
図
の
問

題
の
あ
る
学
校
等
を
理
解
し
て
い
れ
ば
そ
の
分
野
に
多
量
の
問
題
を
か
け
練
習
を
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。 

 

過
去
問
の
分
析
は
そ
れ
程
必
要
な
の
で
あ
る
。 

 
 

塾報 

 

 

 

修明学園の毎年恒例、小６・中３受験生対象の「日曜教室」が始まっています。 

 志望校に向けた過去問の傾向と対策演習に特化した、「テスト形式＋解説」の授業指

導で行う「短期間で志望校対策のノウハウがわかる」特訓講座です。外部生の参加申

込も多くなっており、期間途中からも受講可能です！各教室にお問合せください。 

し
ゅ
う
め
い 

10/６▶１/26 

（全 16 回） 

計 64 時間 

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

     1 2  1 2 3 4 5 6 7 

3 4 5 6 7 8 9  8 9 10 11 12 13 14 

10 11 12 13 14 15 16  15 16 17 18 19 20 21 

17 18 19 20 21 22 23  22 23 24 25 26 27 28 

24 25 26 27 28 29 30  29 30 31     

10 月６日（日）～１月 26 日（日）  日曜教室 開講中 
11 月２日（土） 数学検定（準会場実施 第２回） 
11 月９日（土） 漢字検定（準会場実施 第２回） 
11 月中旬～下旬 中学生対象 期末テスト対策勉強会 
12 月 23 日（月･祝）クリスマス会(本部浅草橋) 
12 月 25 日(水)  各教室の授業休講（冬期講習準備日のため） 
12 月 26～１月７日 冬期講習（計１０日間） 



 

 

 

 

 

以
上
を
心
掛
け
、
過
去
１０
年
分
の
問
題
演
習
を
繰
り
返
し
励
む
こ
と
。
そ
う

す
れ
ば
、
き
っ
と
飛
躍
的
な
得
点
ア
ッ
プ
の
実
感
を
得
ら
れ
ま
す
。 

過過
去去
問問
演演
習習
にに
おお
けけ
るる
入入
試試
現現
代代
文文
へへ
のの
取取
りり
組組
みみ
方方  

  
  
  

  
  

  
  

  

上上
谷谷  

修修
一一
郎郎 

 
 

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
共
通 

ま
ず
前
置
き
と
し
て
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
小
説
文
・
論
説
文
共
に
出
題
さ

れ
て
い
る
文
章
を
問
題
の
作
成
者
が
ど
の
よ
う
に
受
験
生
に
解
釈
、
理
解
さ
れ
た

い
か
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
解
釈
や
理
解
の
根
拠
と
な
る
場
所

が
文
章
中
に
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
ど
こ
な
の
か
を
考
え
て
見
つ
け
出
す
こ

と
が
正
し
い
解
答
へ
の
第
一
歩
で
す
。 

小
説
文 

小
説
の
場
合
は
多
様
な
解
釈
が
可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も

問
題
文
の
誘
導
に
乗
っ
た
上
で
問
題
作
成
者
は
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
と
し

て
こ
の
小
説
を
理
解
さ
せ
た
い
の
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
論
説
文

ほ
ど
読
む
の
が
難
し
く
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
点
を
思
い
違
い
し
て
自
分
の
個
人

的
な
完
走
に
基
づ
い
て
回
答
す
る
と
大
概
間
違
え
ま
す
。
基
本
的
に
は
記
述
・
選

択
式
共
に
登
場
人
物
の
心
情
表
現
し
か
聞
き
ま
せ
ん
の
で
真
珠
表
現
を
投
影
し

て
い
る
も
の
、
例
え
ば
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
や
動
作
、
そ
し
て
そ
の
場
の
背
景
に

つ
い
て
の
記
述
を
よ
く
見
な
が
ら
問
題
作
成
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
こ
の
と
き

こ
の
登
場
人
物
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

論
説
文 

論
説
文
は
抽
象
的
で
硬
い
文
章
な
の
で
一
見
す
る
と
小
説
文
よ
り
難
し
く
感

じ
ま
す
が
全
体
の
論
理
構
造
が
理
解
で
き
れ
ば
回
答
に
対
応
す
る
文
章
内
容
を

発
見
す
る
の
は
、
心
情
表
現
か
ら
心
情
内
容
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
小
説

文
よ
り
も
容
易
で
す
。
基
本
的
に
は
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
見
解
と
筆
者
独
自

の
見
解
を
対
比
し
、
前
者
を
否
定
し
な
が
ら
後
者
を
肯
定
す
と
い
う
構
造
に
な
っ

て
い
る
の
で
文
章
中
の
単
語
が
一
般
的
な
見
解
と
筆
者
独
自
の
見
解
の
ど
ち
ら

に
対
応
す
る
の
か
を
考
え
て
み
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
自
分
の
意
見
を
書
か
せ

る
問
題
の
場
合
も
筆
者
の
見
解
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全

体
の
構
成
と
し
て
は
①
筆
者
の
見
解
の
要
約
②
そ
れ
に
賛
成
あ
る
い
は
反
対
す

る
上
で
の
具
体
例
な
ど
の
根
拠
③
自
分
の
見
解
と
い
う
流
れ
を
取
り
ま
す
の
で
、

自
分
の
見
解
だ
け
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
延
々
と
書
く
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

過
去
問
演
習
を
通
じ
て
自
分
の
現
在
の
学
力
の
到
達
度
が
よ
く
分
か
る
と
思
い

ま
す
。
確
か
に
読
解
力
は
一
足
飛
び
に
は
向
上
し
ま
せ
ん
が
、
回
答
が
合
っ
て
い

る
か
ど
う
か
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
合
っ
て
い
た
と
し
て
も
自

分
の
回
答
が
正
し
い
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
一
年
一
年

丁
寧
に
問
題
を
解
い
て
い
く
こ
と
が
よ
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
本
番
ま
で

時
間
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
皆
様
一
人
一
人
の
御
健
闘
を
祈
念
し
ま
す
。 

 

高高
校校
入入
試試
・・過過
去去
問問
のの
活活
用用
法法
～～
英英
語語
編編
～～  柴柴

田田  
  

圭圭 
 

英
語
は
都
立
・
私
立
と
志
望
校
別
に
過
去
問
対
応
が
必
要
な
科
目
で

す
。
難
易
度
や
傾
向
は
異
な
り
ま
す
が
、
受
験
生
に
と
っ
て
必
須
の
「
熟

語
・
会
話
表
現
」「
読
解
問
題
」「
リ
ス
ニ
ン
グ
」
に
絞
っ
て
、
ど
の
よ
う

に
活
用
す
べ
き
か
簡
単
に
ま
と
め
ま
す
。 

 

志
望
校
の
過
去
問
（
入
手
で
き
る
複
数
年
分
す
べ
て
）
に
載
っ
て
い
る

熟
語
・
会
話
表
現
を
抽
出
し
、
意
味
を
調
べ
、
ノ
ー
ト
に
整
理
し
ま
し
ょ

う
（
教
科
書
３
年
分
も
同
様
に
）
。
こ
の
知
識
が
十
分
に
蓄
積
し
て
く
る

と
、
読
解
問
題
や
文
法
・
表
現
の
書
き
換
え
問
題
は
ス
ム
ー
ズ
に
解
く
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
読
解
問
題
は
段
落
ご
と
、
会
話
文
は
一

問
一
答
の
流
れ
で
会
話
が
進
ん
で
い
く
た
め
、
話
題
や
場
面
の
展
開
を
意

識
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
・
セ
ン
テ
ン
ス
に
は
、
下
線
を
引

く
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
書
き
込
む
習
慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
そ
の
よ

う
に
し
て
お
く
と
、
各
設
問
を
見
て
、
問
題
を
解
く
ヒ
ン
ト
に
直
結
し
て

い
る
と
気
付
く
場
合
が
多
い
の
で
す
。
リ
ス
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、「
５

Ｗ
１
Ｈ
」
を
意
識
的
に
聞
き
と
る
よ
う
に
し
、メ
モ
に
ま
と
め
て
お
く
と
、

各
設
問
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
過
去
問
演
習
に
は
５０
分
の
９
割
、
つ
ま
り
４５
分
程
度
で
解

き
終
わ
る
よ
う
に
時
間
配
分
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
必
要
で
す
。
残
り
の
時

間
は
問
題
の
見
直
し
に
充
て
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
ベ
ス
ト
で
す
。
短
期
で

修
得
で
き
る
速
読
術
は
無
い
の
で
、
毎
日
、
英
語
長
文
に
目
を
通
し
、
見

慣
れ
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

高高
校校
入入
試試
・・過過
去去
問問
のの
活活
用用
法法
～～
社社
会会
編編
～～  柴柴

田田  
  

圭圭  

「
都
立
入
試
の
社
会
」
は
、
出
題
傾
向
に
合
わ
せ
た
要
点
整
理
中
心
の
学

習
を
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
で
過
去
問
か
ら
傾
向
を
２
つ
に

大
別
す
る
と
、
①
基
礎
知
識
を
問
う
問
題
、
②
資
料
・
デ
ー
タ
読
み
取
り

問
題
と
な
り
、
選
択
肢
・
用
語
記
入
・
記
述
解
答
の
対
応
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
１
問
５
点
と
い
う
高
配
点
の
た
め
、
平
均
点
以
上
を
取
り
、
短
期
間

で
確
実
に
得
点
力
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
を
家
庭
学
習
で
実
行

し
て
欲
し
い
で
す
。
ま
た
、
記
述
問
題
に
関
し
て
は
、
資
料
・
デ
ー
タ
の

「
比
較
・
変
化
」
を
問
う
場
合
が
多
い
の
で
、「
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
か
」
「
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
、
自
分
の
言

葉
で
簡
単
に
解
答
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

中中
学学
入入
試試
・・過過
去去
問問
のの
活活
用用
法法
～～
理理
科科
編編
～～  

脇脇
田田  

良良
子子  

中
学
入
試
の
理
科
は
、「
生
物
と
環
境
」「
物
質
と
変
化
」「
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
」「
地
球
と
宇
宙
」
の
各
分
野
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

出
題
な
い
よ
う
と
し
て
は
、
基
本
的
な
知
識
を
問
う
問
題
、
実
験
、
観
察
を
通

し
て
考
え
さ
せ
る
問
題
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
も
と
に
推
量
す
る
問
題
な
ど
か
あ

り
ま
す
。
解
答
形
式
と
し
て
は
、
選
択
式
解
答
、
用
語
記
述
、
文
章
記
述
（
理
由

説
明
、
考
え
方
、
方
法
の
説
明
）、
作
図
、
グ
ラ
フ
記
入
、
計
算
問
題
等
が
あ
り

ま
す
。
近
年
は
長
文
を
読
ま
せ
、
基
礎
的
知
識
を
も
と
に
し
な
が
ら
も
、
正
確
な

理
解
力
、
記
述
力
を
試
そ
う
と
す
る
出
題
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
問
題
文

を
よ
く
読
ま
ず
に
答
え
を
出
そ
う
と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
な
か
、
各
学
校

が
入
学
後
の
こ
と
を
考
え
て
の
傾
向
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

理
科
は
他
の
教
科
に
比
べ
試
験
時
間
は
30
分
～
40
分
と
短
め
で
す
。
出
題

数
は
大
問
が
４
～
５
題
、
小
問
数
は
20
問
か
ら
35
問
、
時
間
配
分
に
注
意
し
な

が
ら
、
志
望
校
の
過
去
問
題
解
い
て
見
ま
し
ょ
う
。
出
来
な
か
っ
た
問
題
、
解
き

方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
問
題
が
あ
れ
ば
、
そ
の
日
の
う
ち
に
解
説
な
ど
を
参
照
し

て
、
解
く
た
め
の
考
え
方
や
道
筋
を
確
認
し
、
し
っ
か
り
と
理
解
出
来
る
ま
で
学

習
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
時
間
を
置
い
て
か
ら
再
び
解
い
て
見
ま
し

ょ
う
。
過
去
問
題
を
解
き
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
出
来

な
か
っ
た
問
題
、
分
野
の
ま
と
め
ノ
ー
ト
を
作
り
、
知
識
を
整
理
し
覚
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
志
望
校
の
出
題
傾
向
を
知
り
、
時
間
配
分
を
し
っ
か
り
身
に
付
け

る
、
体
に
覚
え
さ
せ
る
こ
と
も
合
格
の
決
め
て
の
一
つ
で
す
。
後
三
か
月
た
ら
ず 

の
月
日
を
大
切
に
し
っ
か
り
学
習
し
て
下
さ
い
。  

①
日
本
・
世
界
の
各
地
域
の
工
業
・
農
林
水
産
業
の
特
徴
を
ノ
ー
ト
に
地
図

を
書
き
な
が
ら
整
理
す
る 

②
歴
史
年
表
の
整
理
は
、「
政
治
史
（
幕
府
・
制
度
・
出
来
事
・
戦
争
な
ど
）」

「
国
際
関
係
史
（
外
交
・
貿
易
な
ど
）」「
文
化
史
（
人
々
の
生
活
・
宗
教
・ 

文
学
芸
術
な
ど
）」
の
３
領
域
ご
と
に
ま
と
め
る 

③
公
民
分
野
は
、
憲
法
や
政
治
制
度
・
経
済
関
連
の
用
語
に
対
し
て
、 

「
一
問
一
答
形
式
」
で
整
理
す
る 


